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大
手
鋳
造
メ
ー
カ
ー
、
日
本
鋳
造
は
2
0
2
0
年
9
月
1
日
付
で
創
立
1
0

0
周
年
を
迎
え
た
。
京
浜
工
業
地
帯
の
生
み
の
親
で
あ
る
浅
野
総
一
郎
に
よ
っ

て
1
9
2
0
年
（
大
正
9
年
）
に
創
業
し
て
以
来
、
長
年
で
培
っ
て
き
た
鋳
造

品
の
技
術
が
需
要
家
に
認
め
ら
れ
、
1
0
0
年
の
歴
史
を
刻
み
、
近
年
で
は
独

自
合
金
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
」
を
用
い
た
3
Ｄ
積
層
造
形
技
術
開
発
な
ど
に
も
挑
戦
し
て

い
る
。
鷲
尾
勝
社
長
に
節
目
を
迎
え
た
想
い
や
、
将
来
展
望
な
ど
を
聞
い
た
。

―
―
創
立
1
0
0
周
年
を
迎

え
た
想
い
か
ら
。

「
京
浜
工
業
地
帯
の
生
み
の

親
で
あ
る
浅
野
総
一
郎
が
当
社

を
創
立
し
た
当
時
は
、
造
船
向

け
鋳
造
部
品
の
製
造
が
主
流
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
鉄
鋼
な

ど
の
基
幹
産
業
や
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
機
械
の
分
野
に
鋳
物
部
品

を
提
供
し
て
き
た
。
私
自
身
は

2
0
1
6
年
6
月
に
社
長
に
就

任
し
、
5
年
目
に
入
っ
た
ば
か

り
で
実
感
は
沸
い
て
こ
な
い

が
、
当
社
が
長
年
に
わ
た
っ
て

事
業
を
継
続
し
、
日
本
経
済
の

発
展
と
と
も
に
1
0
0
年
の
歴

史
を
紡
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
は

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
を
は
じ
め
と

す
る
株
主
や
取
引
先
な
ど
関
係

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

物
で
あ
り
、
厚
く
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
」

―
―
長
い
歴
史
の
中
で
転
換

点
と
な
っ
た
出
来
事
は
。

「
高
度
成
長
期
で
飛
躍
的
に

発
展
し
、
そ
の
頃
に
築
き
上
げ

た
信
用
力
や
ブ
ラ
ン
ド
力
が
当

社
を
支
え
て
い
る
。
た
だ
、
と

く
に
至
近
10
年
は
企
業
と
し
て

苦
し
い
状
況
に
あ
り
、
最
盛
期

に
比
べ
て
株
価
も
収
益
も
見
劣

り
す
る
。
過
去
の
遺
産
に
あ
ぐ

ら
を
か
く
の
で
は
な
く
、
ど
こ

か
で
方
針
を
転
換
し
、
反
転
攻

勢
を
か
け
な
い
と
生
き
残
る
こ

と
が
で
き
な
い
。振
り
返
る
と
、

厳
し
い
経
営
環
境
下
で
生
き
残

り
を
図
る
た
め
、
過
去
数
回
、

リ
ス
ト
ラ
を
実
施
し
て
い
る
。

ピ
ー
ク
の
従
業
員
数
は
1
0
0

0
人
規
模
で
、
現
在
は
3
0
0

人
程
度
と
3
分
の
1
以
下
に
ス

リ
ム
化
し
て
い
る
。
当
社
の
製

品
は
作
業
が
細
か
く
、
多
く
の

人
手
を
要
す
る
の
が
特
徴
。
過

去
の
リ
ス
ト
ラ
で
中
間
層
が
抜

け
て
い
る
。
次
世
代
へ
の
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
承
継
が
遅
れ
て

お
り
、
各
製
造
拠
点
で
生
産
効

率
を
高
め
な
が
ら
、
技
能
伝
承

の
仕
組
み
作
り
に
力
を
注
い
で

き
た
」

―
―
主
力
3
事
業
の
展
望

を
。
ま
ず
素
形
材
か
ら
。

「
鋳
造
品
で
あ
る
メ
イ
ン
の

素
形
材
事
業
は
汎
用
品
が
中
国

メ
ー
カ
ー
と
の
激
し
い
価
格
競

争
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
今
後

順
次
、
中
国
製
品
に
切
り
替
わ

っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
鋳

造
品
は
高
付
加
価
値
製
品
と
汎

用
品
で
状
況
が
二
極
化
す
る
と

み
て
い
る
。
当
社
で
は
先
を
見

据
え
て
、
半
導
体
関
連
分
野
な

ど
広
範
・
多
岐
に
わ
た
る
需
要

家
の
ニ
ー
ズ
を
捕
捉
す
る
た

め
、
加
工
込
み
の
鋳
造
品
を
提

案
し
て
お
り
、
川
崎
工
場
に
横

中
グ
リ
盤
を
は
じ
め
Ｎ
Ｃ
加
工

機
の
台
数
を
増
や
し
て
い
る
。

足
元
の
鋳
造
品
受
注
全
体
に
占

め
る
加
工
込
み
比
率
は
5
割
程

度
で
、
こ
れ
を
1
0
0
％
に
近

づ
け
て
い
く
。
ま
た
現
在
は
粗

加
工
の
み
の
対
応
で
、
将
来
的

に
は
仕
上
げ
加
工
へ
の
展
開
も

視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
。
変

化
が
激
し
く
、
ス
ピ
ー
ド
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
あ
り
、
需
要

家
の
競
争
力
を
確
保
す
る
意
味

で
も
高
付
加
価
値
製
品
に
関
す

る
受
注
・
生
産
・
出
荷
の
期
間

を
標
準
1
―
2
カ
月
と
し
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
生
産
で
き
る
体

制
を
構
築
し
、差
別
化
を
図
る
。

競
合
他
社
や
中
国
メ
ー
カ
ー
で

も
手
掛
け
る
こ
と
が
可
能
な
汎

用
品
に
関
し
て
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
化
を

進
め
て
い
く
」

―
―
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事

業
、
建
材
事
業
は
。

「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業

で
は
、
主
に
橋
梁
の
鋼
製
お
よ

び
ゴ
ム
製
の
支
承
や
伸
縮
装
置

の
設
計
・
製
作
・
施
工
を
手
掛

け
て
い
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
規

模
は
限
ら
れ
る
も
の
の
、
老
朽

更
新
を
含
め
て
今
後
も
旺
盛
な

公
共
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
続
く
見

込
み
で
、
日
本
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
事
業
。
技
術
水
準
を

高
め
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
伸

び
が
期
待
で
き
る
。
一
方
、
建

材
事
業
は
角
形
・
円
形
鋼
管
柱

用
露
出
型
弾
性
固
定
柱
脚
工
法

「
Ｎ
Ｃ
ベ
ー
ス
Ｐ
」
に
関
し
、

取
引
先
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す

る
な
ど
設
計
が
容
易
に
な
る
仕

組
み
を
構
築
し
な
が
ら
、
よ
り

安
く
、
採
用
し
や
す
く
な
る
よ

う
努
力
す
る
。
建
築
部
品
は
高

品
質
や
短
納
期
な
ど
の
需
要
家

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
捕
捉
す

る
。
将
来
発
展
す
る
た
め
に
は

企
業
の
独
自
性
を
発
揮
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
当
社
で
手
掛
け

る
エ
ン
ジ
と
建
材
の
両
事
業
は

コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー（
競
合
他
社
）

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
社
の
独
自
性
を
発
揮
で
き
る

と
確
信
し
て
い
る
」

―
―
20
年
4
月
1
日
付
で
事

業
部
制
を
廃
止
す
る
組
織
改
正

に
踏
み
切
っ
た
。

「
日
本
鋳
造
が
全
社
ベ
ス
ト

と
し
て
今
後
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
る
た
め
、組
織
を
改
正
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
部
制
を
廃
止

し
、組
織
を
フ
ラ
ッ
ト
化
し
た
。

縦
割
り
の
組
織
体
制
を
見
直

し
、
事
業
部
間
の
壁
を
取
り
払

っ
た
こ
と
で
素
形
材
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
建
材
の
各
事
業

で
横
串
を
刺
し
、
従
業
員
の
情

報
交
換
を
密
に
す
る
こ
と
な
ど

で
商
品
開
発
や
営
業
活
動
で
連

携
を
深
め
、
収
益
ア
ッ
プ
を
目

指
す
」

―
―
3
製
造
拠
点
は
い
か
に

機
能
を
強
化
す
る
か
。

「
大
型
鋳
鋼
品
を
得
意
と
す

る
川
崎
工
場
は
最
適
鋳
造
体
制

の
構
築
、
外
注
加
工
の
内
製
化

な
ど
を
進
め
て
お
り
、
競
争
力

を
強
化
す
る
と
と
も
に
高
付
加

価
値
品
へ
の
シ
フ
ト
を
推
進
し

て
い
く
。
主
力
拠
点
と
し
て
設

備
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
も
進
め
、
20
年

中
に
は
溶
解
炉
や
加
工
設
備
に

稼
働
率
計
な
ど
を
取
り
付
け
、

稼
働
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

把
握
し
、
最
適
な
操
業
形
態
へ

と
改
善
し
て
い
く
。
池
上
工
場

は
シ
ー
ム
レ
ス
鋼
管
圧
延
用
穿

孔
プ
ラ
グ
を
主
体
に
生
産
し
て

い
く
方
向
性
に
変
わ
り
は
な

い
。
耐
熱
金
物
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
化
を

進
め
、
一
部
の
特
殊
車
両
向
け

足
回
り
部
品
な
ど
は
川
崎
工
場

に
生
産
を
移
管
す
る
方
向
で
準

備
を
進
め
て
い
る
。
福
山
製
造

所
は
海
外
メ
ー
カ
ー
と
の
競
争

が
激
し
い
鋳
鉄
製
品
を
手
掛
け

て
お
り
、
生
産
品
種
の
選
択
と
集

中
や
他
製
品
へ
の
切
り
替
え
を
含

め
て
検
討
す
る
」

―
―
新
製
品
開
発
も
順
調
だ
。

特
に
低
熱
膨
張
合
金
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
」

シ
リ
ー
ズ
の
展
開
が
加
速
す
る
。

「
19
年
8
月
に
は
熱
膨
張
ゼ
ロ

合
金『
Ｌ
Ｅ
Ｘ
―
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
』と
、

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
用
い
た
3
Ｄ

積
層
造
形
技
術
の
組
み
合
わ
せ
で

国
内
特
許
を
取
得
し
、
今
春
か
ら

商
業
販
売
を
始
め
た
。
国
内
外
で

ア
ピ
ー
ル
、
拡
販
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
半
導
体
向
け
で
用
途

開
発
も
進
捗
し
て
い
る
。
中
・
長

期
的
に
は
3
Ｄ
造
形
品
を
含
め
、

『
Ｌ
Ｅ
Ｘ
』
シ
リ
ー
ズ
で
売
り
上

げ
全
体
の
20
％
以
上
を
目
指
す
」

―
―
中
国
大
手
鋳
鉄
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
山
東
宇
信
鋳
業
と
の
間
で

鋳
鉄
製
造
の
技
術
提
携
契
約
を
締

結
し
た
。

「
20
年
中
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
先
と
し

て
機
能
を
発
揮
し
て
も
ら
う
計
画

で
、
一
部
製
品
で
は
日
本
の
需
要

家
に
よ
る
ア
プ
ル
ー
バ
ル
（
品
質

認
証
）
も
終
え
た
。
さ
ら
な
る
提

携
深
化
も
模
索
す
る
。
新
た
な
パ

ー
ト
ナ
ー
も
中
国
メ
ー
カ
ー
を
主

体
に
検
討
し
て
い
く
」

―
―
最
後
に
10
年
先
、
1
0
0

年
先
に
向
け
て
。

「
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
諸
先
輩
方
が
懸
命
に
努
力

し
て
き
た
お
陰
で
あ
り
、
こ
こ
か

ら
は
わ
れ
わ
れ
が
全
社
一
丸
で
技

術
や
技
能
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
し
っ
か

り
受
け
継
ぎ
、
維
持
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
1
0
0
年
を

迎
え
た
こ
と
で
原
点
に
立
ち
返

り
、
持
続
的
成
長
の
実
現
が
可
能

に
な
る
体
制
を
整
え
る
た
め
、
成

長
事
業
の
構
築
、
人
材
育
成
の
強

化
を
考
え
て
い
く
。
今
後
も
当
社

の
強
み
を
生
か
し
、
そ
れ
を
深
化

さ
せ
る
べ
く
、
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
」

（
濱
坂

浩
司
）

日
本
鋳
造
は
創
立
1
0

0
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
熱
膨
張
ゼ
ロ
合

金
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
―
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

（
レ
ッ
ク
ス
・
ゼ
ロ
）」を

材
料
に
用
い
て
、
同
社
に

設
置
す
る
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
で
創
業
者
で
あ
る
浅
野

総
一
郎
像
を
製
作
し
た
。

こ
の
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

像
は
、
日
本
鋳
造
本
社
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
大
型

の
浅
野
像
を
3
次
元
で
ス

キ
ャ
ニ
ン
グ
し
、
同
社
の

設
計
技
術
に
よ
っ
て
浅
野

氏
の
全
身
画
像
デ
ー
タ
を

正
確
に
採
取
。
こ
の
画
像

デ
ー
タ
を
活
用
し
、「
Ｌ
Ｅ

Ｘ
―
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
と
3
次

元
積
層
造
形
技
術
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で

製
作
し
た
浅
野
像
が
完
成

し
た
。

京
浜
工
業
地
帯
の
生
み

の
親
で
も
あ
る
浅
野
氏
は

川
崎
市
と
の
縁
が
深
く
、

3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
像
は
福

田
紀
彦
・
川
崎
市
長
ら
に

寄
贈
さ
れ
た
。

創立から100年の歩み

11992200年年99月月

初代・浅野総一郎、日本鋳
造を創立。 資本金100万円。
横浜市鶴見区において造船
向けを主とした鋳造品の製
造販売を開始

11995511年年44月月 大阪営業所を開設

11995566年年22月月 日本鋼管（現JFEスチール）よりロールの生産に関する業
務を継承し、鋳鋼ロールの製造を開始

11995588年年44月月 川崎工場に特殊鋳鋼工場を新設

11995588年年55月月 日本鋼管（同）より鋼管圧延用鋳造品の生産に関する業務
を継承し、圧延工具の製造を開始

11996611年年1100月月 株式を東京証券取引所市場第二部に上場

11996622年年1111月月 池上工場を新設、高炉溶銑直接鋳造方式による製鋼用鋳型
の製造を開始

11996633年年66月月 同社製品が我が国で初めて鋳鋼品として建築物に採用

11996655年年99月月 橋梁用支承の製造を開始

11996677年年1111月月
福山工場を新設、高炉溶銑
直接鋳造方式による製鋼用
鋳型の製造を開始

11997700年年33月月
マウラー社（ドイツ）より
橋梁用伸縮装置の技術を導
入

11997722年年88月月 福山直鋳工場の第4期増設工
事が完了

11997744年年77月月 川崎工場に製鋼工場を新設

11998800年年99月月 福山工場に8㌧低周波電気炉
を新設

11998866年年1111月月 低熱膨張材「LEX25」を開
発

11998888年年55月月
東京都小笠原村沖ノ鳥島で
構築される消波ブロック3200
個を完納

11998888年年1122月月 本社ビル完成

11998899年年99月月 「スーパーLEX5」の発売を
開始

11999900年年44月月
同社製ジョイント（31個）
が水戸芸術館シンボルタワ
ーに採用

11999911年年66月月 池上工場の生産ラインを一
新（VRH）

11999944年年66月月
NCベース、日本鋼管福山製
鉄所（現JFEスチール西日
本製鉄所）向けに初出荷

11999977年年33月月 ゴム支承用大型二軸試験機
を新設

11999999年年11月月 ISO9001認証取得

22000033年年11月月 川崎工場に取鍋脱ガス・雰
囲気調整型鋳造設備を新設

22000033年年1100月月 川崎工場に8㌧高周波誘導電
気炉を新設

22000033年年1111月月 川崎工場に橋梁用支承高速
二軸試験機を新設

22000066年年1100月月
景観配慮型防護柵「リゾシ
リーズ」がグッドデザイン
賞（Ｇマーク）を受賞

22001122年年77月月

日立建機との資本業務提携
および日立建機を割当先と
する第三者割り当てによる
新株式を発行

22001133年年44月月 川崎工場に建機部品工場を新設

22001144年年33月月 低熱膨張材「LEX―ZERO」を開発

22001188年年99月月 3次元プリンターによる造形設備稼働（研究開発用）

22001199年年1122月月 中国大手鋳鉄メーカーの山東宇信鋳業との間で、鋳鉄製造
の技術提携を締結

会社概要
会社名 日本鋳造株式会社

代表者名 代表取締役社長 鷲尾 勝

資本金 26億2797万3000円

売上高 120億9100万円（2020年3月期）

事業内容

大型鋳鋼類・特殊鋳鋼類・鋳鉄類・新鋳造技術・鋳造
機械の素形材事業
支承・伸縮装置のエンジニアリング事業
NCベース・構造物・景観製品の建材事業

電話 044―322―3751（代表）

拠点

【本社】川崎市川崎区白石町2-1

【事務所】大阪事務所：大阪市西区靭本町1―10―24
三共本町ビル3階

九州事務所：福岡市博多区店屋町1―35 博
多三井ビルディング2号館7F

【工場】川崎工場：川崎市川崎区白石町2―1

池上工場：川崎市川崎区池上町2―1 JFEス
チール東日本製鉄所 京浜地区内

福山製造所：福山市鋼管町1 JFEスチール西
日本製鉄所 福山地区内
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日本鋳造、技術追求し100周年
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川崎工場に新製鋼工場完
成（1974年）

池上工場の生産ラインを
一新（1991年）

「LEX―ZERO」を素材に
用いた3D積層造形品

川崎工場地鎮祭（1936年）


